
	整理番号
	




特色ある共同利用・共同研究拠点支援プログラム ～拠点機能強化支援～　申請書

	大学名
	

	申請者
	氏名
	
	役職名
	

	
	本部所在地
	〒


	共同利用・共同研究拠点の名称
	※　○○○○○拠点（認定されている拠点名を記入）

	申請施設等の名称
	※　共同利用・共同研究拠点として認定されている研究施設等の名称を記入

	認定期間
	令和○○年○○月○○日～令和○○年○○月○○日
※　認定の通知に記載されている有効期間を記入
※　認定の更新により申請をする場合には「認定更新を希望」と記入

	研究分野
	※　共同利用・共同研究拠点の研究分野を記入

	共同利用・共同研究
拠点の代表者
	フリガナ
	
	生年月日
	昭和・平成  年  月  日(  歳)
【令和８年４月１日現在】

	
	氏名
	
	

	
	所属部署
	
	役職名
	

	
	所在地
	〒


	
	電話番号
	
	メールアドレス
	

	事業概要
	※　本事業計画の概要について簡潔に記入




	（１）現状・課題・目的
	※　共同利用・共同研究拠点及び関連する研究者コミュニティの現状、課題を明記の上、それに対応する事業の目的を記入。








	事業計画期間
	令和８年度　～　令和○○年度（○年）

	（２）事業計画額（インプット）

	
	
	補助申請額（千円）
	学内負担額（千円）
	計（千円）

	
	令和８年度
	
	
	
	
	

	
	
	・　　　　　　　　　　（　　千円）
・
※資金の主な投入内容を記入
	・　　　　　　　　　　（　　千円）
・
	

	
	令和９年度
	
	
	
	
	

	
	
	・　　　　　　　　　　（　　千円）
・

	・　　　　　　　　　　（　　千円）
・
	

	
	令和10年度
	
	
	
	
	

	
	
	・　　　　　　　　　　（　　千円）
・

	・　　　　　　　　　　（　　千円）
・
	

	
	総額（千円）
	
	
	
	
	

	（３）事業計画（アクティビティ、アウトプット）

　※事業計画期間の各年度における事業の活動内容について記入

【令和８年度】





【令和９年度】





【令和10年度】







	（４）成果目標（アウトカム）

	
	アウトカム
	(参考値)令和６年度
	令和８年度
	令和９年度
	令和10年度

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	【アウトカム設定の考え方（定義等）】
※ 各指標や算定方法はできるだけ客観的なものを設定し、指標設定理由、算定方法等を記入。







	（５）事業の実施体制等
　※ 事業実施に当たっての大学の支援体制、学内外の協力体制等、全体的な事業推進体制等について具体的に記入。













	（６）事業達成による波及効果等（学問的効果、社会的効果、改善効果等）












	（７）これまでの拠点としての活動実績
　※ 共同利用・共同研究拠点としての活動実績を分かりやすく簡潔に記入。









	
	（参考１）共同利用・共同研究の参加状況

	
	※延べ人数
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	
	学内（法人内）
	
	
	

	
	学外
	
	
	

	
	（参考２）共同利用・共同研究を活用して発表された論文数

	
	令和４年度
	令和５年度
	令和６年度

	
	論文数
	
	
	論文数
	
	
	論文数
	
	

	
	
	うち国際学術誌に掲載された論文数
	
	うち国際学術誌に掲載された論文数
	
	うち国際学術誌に掲載された論文数

	
	
	うち拠点外研究者
	
	うち拠点外研究者
	
	うち拠点外研究者
	
	うち拠点外研究者
	
	うち拠点外研究者
	
	うち拠点外研究者

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	事務担当責任者
	フリガナ
	
	所属部署
役職名
	


	
	氏名
	
	
	

	
	所在地

	〒


	
	電話番号
	
	メールアドレス
	


※様式にあらかじめ※記号で記載されている留意事項及び記入例は削除して作成してください。


特色ある共同利用・共同研究拠点支援プログラム～機能強化支援～
申請書記入要領


　「特色ある共同利用・共同研究拠点支援プログラム～機能強化支援～申請書」（以下、「申請書」という。）は、「特色ある共同利用・共同研究拠点支援プログラム～機能強化支援～」（以下、「本事業」という。）の申請に当たって提出が必要となる書類で、本事業の対象拠点の選定に係る審査資料となるものです。
　本事業へ申請する際は、本要領に基づき申請書を作成してください。

【共通留意事項】
・申請書はすべて日本工業規格Ａ４版で作成してください。
・文字の大きさは11pt程度で作成してください。
・作成に当たって、文字数の超過等により、不自然な罫線のずれや改行等が生じた場合は、読みやすい形で適宜修正を施し作成してください。
・申請書は12ページ以内を目安に作成してください。
・様式にあらかじめ※記号で入っている留意事項及び記入例は削除して作成してください。
・分かりやすい文章となるよう簡潔な記載を心がけてください。
・申請書を作成する際、１　公募するメニュー：機能強化支援（６）審査の観点 を踏まえて各項目を作成してください。

【申請書】
・「整理番号」の欄は記入しないでください（事務局記入欄）。
・「申請者」欄は、学長又は理事長の氏名を記入してください。
　・「拠点の名称」欄、「認定期間」欄は、共同利用・共同研究拠点の認定通知と同一の内容を記入してください。なお、認定の更新により申請をする場合には「認定期間」欄は「認定更新を希望」と記入してください。
　・「申請施設等の名称」欄、「研究分野」欄及び「共同利用・共同研究拠点の代表者」欄は、共同利用・共同研究拠点として認定を受けている内容と同一の内容を記入してください。


　（１）現状・課題・目的について
　　・本事業の申請に至った拠点や関連する研究者コミュニティの現状、課題を記入してください。また、現状、課題を踏まえた申請の目的を記入してください。

（２）事業計画額（インプット）について
　・本事業への申請目的を果たすため、各年度の申請額と投入する資金の内容を記入してください。
　　・令和９年度、令和10年度については、対前年度に対して10%相当減額することを考慮した上で記入してください。ただし、残りの認定期間が２年以下の場合には、その期間を超えない範囲で記入してください。
・資金の主な投入内容の記載例
　　　　共同研究コーディネーター雇用　２名　（16,000千円）
　　　実験用○○機導入　１台（10,000千円）

（３）事業計画（アクティビティ、アウトプット）について
　・インプットに基づく各年度の具体的な活動内容を記入してください。その際、以下の１～５の内容を含めて記入してください。
　　１　各活動内容がどのように拠点の機能強化に資するのか
　　　２　人件費を計上する場合、人件費を負担する者の果たす役割
　　　３　設備備品費を計上する場合、学術資料やデータベース、研究設備等を増強する必要性や共同利用の方法
　　　４　共同利用・共同研究の経費を計上する場合、拠点機能の更なる強化にどのようにつながるか
　　　５　学内予算による人件費負担や学内施設の提供等、大学としての自助努力（計画を含む）

（４）成果目標（アウトカム）について
　・本事業にもたらされる成果を、数値目標（指標）を含めて記入してください。
　・設定する指標や算定方法は、客観的なものとなるよう努めてください。
　・指標の設定ができない場合、その理由を「アウトカム設定の考え方（定義等）」欄に記入のうえ、定性的な目標と達成状況の確認方法を各欄に記入してください。

（５）事業の実施体制等について
　　・事業実施に当たっての大学の支援体制、学内外の協力体制等、全体的な事業推進体制等について具体的に記入してください。

（６）事業達成による波及効果等（学問的効果、社会的効果、改善効果等）について
　　・事業達成による効果に応じて、以下の1～3の内容を含めて記入してください。
　　　１　成果による学問的波及効果
　　　２　成果の具体的活用方法や成果による社会的波及効果
　　　３　大学の教育研究活動にもたらす改善効果

（７）これまでの拠点としての活動実績
　・共同利用・共同研究拠点としての活動実績を分かりやすく簡潔に記入してください。
　　・（参考１）（参考２）については、毎年提出いただいている実施状況報告書や、中間・期末評価報告書から転記してください。
[bookmark: _Hlk522263781]


